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花壇には大きく立派なひまわりや可愛らしいマリーゴールドの花が咲き、夏本番を告げています。
コロナ感染症と熱中症の両方を心配しながらの毎日ですが、子供たちの元気いっぱいの姿に
安堵する日々です。
もうすぐ、子供たちが待ちに待っている夏休みです。また、明日からは３連休。何の制限もなく思
い切り遊んで過ごしてほしいのですが、そういうわけにはいかない状況があります。熊本県のコロ
ナ陽性者の数が過去最高を更新し、直近１週間の人口１０万人当たりの新規感染者数が全国３
位（７日～１３日）。
これまで同様、三密を避け、換気の徹底と必要な場面でのマスクの着用、こまめな手洗い・うが
い等を続けてほしいと思います。三連休中も気をゆるめず、感染予防に努めていただきたいと思
います。

授業参観・懇談会お世話になりました
先日の授業参観・学級懇談会は大変お世話になりました。家

族の方が来てくださることが、とてもうれしい子供たちです。中に
は緊張していた子もいたようですが、この３か月の成長した姿、
がんばる姿を見ていただけたのではないでしょうか。
来週は通知表を持ち帰りますが、ぜひお子様のがんばりや伸
びを認めほめていただき、達成感や自己肯定感を高めてほしい
と思います。

学校運営協議会
学校運営に地域の方と保護者の参画を進め、学校と地域とが信頼関係を深め、特色ある学校

づくりを行うために協議会を発足させ、ご意見をいただく会議を行いました。「運動会で子供の

がんばる姿を見てうれしかった。」「倉岳町は万全の教育環境が整っている。」「家庭学習の習

慣化、体力向上等については保護者にも協力をお願いするといい。」等の感想・意見が出されま

した。今後も倉岳町の教育資源を生かし、保護者の皆様、地域の方と連携して教育活動を進め

ていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

本年度は、以下の方たちにお世話になります。

会長 稲津千明 様（棚底地区振興会会長）副会長 富山進市 様（倉岳支所長）

委員 堀川昭三郎 様（宮田地区振興会長） 柴田俊之 様（浦地区振興会長）

小浦國良 様（民生・児童委員協議会会長） 笠松良司 様（区長会会長）

木村臣進 様（倉岳町公民館長） 鶴戸継啓 様（幼稚園・保育園代表）

小浦良介 様（社会福祉協議会支所長） 木崎眞美子 様（地域婦人会長）

大潮 優 様（天草警察署倉岳駐在所） 西野俊一郎 様（天草高校倉岳校教頭）

鶴戸 優 様（倉岳中ＰＴＡ会長） 吉鶴憲造 様（倉岳小ＰＴＡ会長）

田中純久 様（地域学校協働活動推進員）



８月
２９日（月）始業式・委員会活動

９月
２日（金）学力充実タイム
２７日（火）陸上記録会（５・６年）予定

行事予定 ※行事は変更になる可能性があります。

１・５年生「田植え体験」～お米の先生：棚底青壮年部の皆様～

心のアンケート結果
人権旬間に行った心のアンケートの結果、「いじめられたことがあるか」という質問に「あ
る」と答えた児童が７名いました。また、「続いている」と答えた児童が４名いました。担任が
話を聞き、アドバイスをしたり励ましたりして解決を図りました。「続いている」と答えた児童
については、今後も全職員でアンテナを高くし、しっかりと見守り、解決していきたいと思いま
す。また、「いじめた」側の児童にもそのきっかけとなった思いに寄り添い、「悪口やたたく」
以外の関わり方を教えていきたいと思います。心配なことがありましたら、すぐにご連絡くだ
さい。

１０月
３日（月） 委員会活動
６日（木） 地域公開授業（予定）
７日（金） 水俣に学ぶ肥後っ子教室（５年）
１７日（月） クラブ活動
２０日（木） 集団宿泊教室（５年）
～２１日（金）

６月１０日に１・５年生が田植えに挑戦しました。毎年お世話になってい
る棚底青壮年部の皆様に苗の植え方を教えていただきました。１・５年生
は田んぼに足をおそるおそる入れ、悲鳴を上げながらも笑顔でした。青壮
年部の方が赤い印がついているひもを引っ張り、その赤い印のところに
ていねいに植えていきました。水の管理、病気や虫の予防など何から何ま
でお世話になっています。

トウモロコシの収穫体験～トウモロコシの先生：吉森安隆さん～
７月１日、吉森さんが倉っ子みんなにトウモロコシの収穫をさせてくださいました。はじめは、吉森さん

が「全員分収穫して届けます。」とおっしゃったのですが、担任みんな「ぜひ、
子供たちに体験させたい。」ということだったので、みんなで畑に行かせてい
ただきました。
はじめに、取り方の説明をしてくださり、早速収穫。トウモロコシは下に折る

ようにすれば簡単に収穫できると知りました。吉森さんは、包丁でひげのとこ
ろを切ってくださったり、袋まで用意してくださっていました。みんな大喜びで
持ち帰りました。保護者の皆様には、長袖の服や軍手の準備など、お世話に
なりました。


